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ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ （注入法、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）
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２０１９．４．１３

前川有人（滋賀県米原市）

シングルアンプはＯＰＴ一次側に直流が流れてコアが飽和し

やすくなるため、コアにギャップを設けたＯＰＴを使います。

コアにギャップを入れると飽和はし難くくなりますが、一次側

巻線のインダクタンスが激減し、低域のレスポンスが悪くなるた

め、ごく低域の再生に関してはどうしてもプッシュプルアンプと

比べると見劣り（聴き劣り？）する、というのがシングルアンプ派

の歯痒いところではないでしょうか。これを克服する一つの手

段としてパラフィード（クラーフ結合）というＯＰＴに直流を流さな

い方法が昔からあります。しかし、チョークコイルと大容量の

フィルムコンデンサは場所を取りますし、コストが高いことが理

由でしょうか、あまり一般的とは言えないようです。

それでもその効果が高ければ、もっとパ
ラフィード化を試す人は多くなるんじゃない
かと私は思うのです。普通のシングル用
ＯＰＴでも、直流を流さないで使うと低域の
レスポンスは良くなりますが、コアギャップ
のために、そもそもの低域レスポンスが良
くないことから効果は限定的です。
そこで、シングル用の巻線にプッシュプ
ル用ＯＰＴと同様のギャップの無いコア組
みを施したＯＰＴを使ってパラフィード化を
試してみよう！というのが本機の最大の
狙いです。
加えて、これまでのシングルアンプ製

作の成果を盛り込み、チョーク負荷のカ
ソードフォロアドライブでＡ2級シングル出
力段とし、カソード帰還とスクリーングリッ
ド電圧のカソード基準での定電圧化を両
立させるため、ヒーター点火用ＤＣ電源と
ＳＧ用電源、ステレオ分で合計4つのフ
ローティング電源を用意しました。
パラフィードアンプは初めての試みでし
たが、なかなかよろしいんじゃないでしょう
か？プッシュプルアンプと遜色の無い低
域レスポンスがとっても嬉しいですね。
まさにブレイクスルー！ごっ機嫌で～す。
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